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論文審査の要旨 

 

膠芽腫は極めて予後不良の難治性脳腫瘍で、手術、放射線治療、化学療法を

組合せた集学的治療にも抵抗性であり、新しい治療法の開発が切望されている。

近年、γδT細胞を利用して抗腫瘍効果の誘導を試みる免疫治療の研究が注目

されているが、ゾレドロン酸で活性化されたγδT細胞が種々の腫瘍細胞に細

胞傷害活性を示すこと、ゾレドロン酸で腫瘍細胞を処理するとγδT細胞の細

胞傷害活性が増強することが報告されている。膠芽腫に対してもin vivoおよ

びin vitroにおいてγδT細胞の抗腫瘍効果が報告されているが、膠芽腫細胞

に対するγδT細胞の細胞傷害活性についてはこれまで報告されていなかった。

本研究は、ゾレドロン酸で活性化されたγδT細胞のヒト膠芽腫細胞株に対す

る細胞傷害活性とこれに対するゾレドロン酸の影響を解析し、膠芽腫に対する

γδT細胞を利用した免疫治療の有用性を評価した優れた研究であり、膠芽腫

細胞株に対するγδT細胞の細胞傷害活性が非常に低いこと、膠芽腫細胞株を

ゾレドロン酸処理するとγδT細胞の細胞傷害活性が著しく増強すること、本

増強効果にVγ9型T細胞受容体が強く関与することを明らかにしている。 

本研究で得られた成果は、γδT細胞を利用した免疫治療が膠芽腫に対する

有効な治療となり得る可能性を示唆している。in vitroの段階ではあるが、膠

芽腫に対する新たな治療法を確立するため基礎研究として高く評価でき、今後

の発展も期待され、医学博士の学位に値する有意義な研究と評価される。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに脳神経外科学の進歩

に寄与するところが大きいと認める。 
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